
【翻訳】

『カ リキ ュラムのための指針(歴 史 ・地理 ・社会分野)』

イタ リアにおける歴史教育 ・地理教育の現状一一

徳 永 俊 太

は じめ に

本 稿 は 、 イ タ リア の 教 育 ・大 学 ・研 究 省(Ministero

delrlstruzione,den'UniversityedellaRicerca)1が2007年

に公 布 した 『カ リキ ュ ラ ム の た め の 指 針 』(lndicazioni

peritcurricolo)の うち 、 下 記 の 図 に示 す 第 一 サ イ クル

(義 務 教 育 期 間)の も の2の 中 か ら歴 史 ・地 理 ・社 会 分

野(AreaStorico-Geografico-Sociale)を 翻 訳 した もの で あ

る。
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図1イ タ リアの公 教育制 度

出展:教 育 ・大 学 ・研 究省 のHPを も とに筆 者作成

歴 史 ・地 理 ・社 会 分 野

序 文

歴 史 ・地 理 ・社 会 分 野 は 、 空 間 と時 間 の 中 で 人 間 社

会 の研 究 に 従 事 す る科 学 に よ って 構 成 され て い る。 歴

史(LaStoria)、 地 理(laGeografia)、 そ して 社 会 科 学(le

Scienzesociali)は 、そ れ らの 間 で 密 接 に 関 連 しあ い 、初

等 と中等 の 間での継 続性 も持 ってい る。

そ の中で は、社会 科学 と関連 した テーマ に別れ てい

る。 それ らの 目的 は、社会 的に活 発 で空間 的に多様 な

現 代性 と同時 代性 に関す る問題 につ いて、 初等学校 の

教 員 にお い て も構造 化 され た道 筋 を構 築可 能にす る こ

とで ある。 この分野 にお け る中 心的 な 目標 の一つ が活

動 的 な市 民性(cittadinanza)に関連 す る コン ピテン スの

発 達で あ るが故に、 現代社 会に おい て恒 常 的に開 かれ

て い る とい うことは必要 とな るので ある。 す なわ ち、

社 会 にお け る共生の ため のルール の重 要性 とそれ を遵

守 す る必 要性 の理解 、人間 の権利 を保 障す る ことによ

って組織 され た領域 コミュニテ ィの一部 で あ るとい う

自覚 、憲 法の基 本的 な原理 と国会 体制 の主要 な様相 に

つ いての 知識 、国際会 議 によっ て承認 され た人間 の権

利 に関す る知識 であ る。

他 の面 では 、古代社 会 との継 続 的な 関係 を、歴史遺

産 、芸 術遺 産 、文化 遺産 の学習 に よって保 障 してい く。

第一 中等 学校 におい て も、 こ う した手段 に よって先 史

時代 と古代 の重 要性 を取 り戻す こ とが可能 にな る。

歴 史 ・地理 ・社 会分 野は 、他 の 教科 との連携 に対 し

て開 かれ てい る。 実際 、 この分 野 では 、他 と全ての教

科 と共有す る 日常、数 字、芸術 の 言葉 に加 えて、地理

的 な言 語 を活用す る こ とを生徒 は 学ぶ。それ は、視覚 ・

空間 的な理 解の 図式的 な表現 であ る。 続 いて 、領 域的

な システ ム と歴 史/社 会的 な現 象 の記 述 と解釈 のた め

に、 図表 とモデル を使 うことを学習 す る。

教授 ・学 習過程 は、 生徒 を参 加 させ なが ら自問 自答

させ る もの と して着 想 され 、現 代性 固有の 問題 と重要

な知識 を根 に持つ。 それ は、学 習過程 の出 発点 と到 達

点 と して、生 徒の知識 と経 験 を考 慮 にいれ るので ある。

それ は、多様化 した道 具 によっ て発 展 す る。す なわ ち、

教科書 、多様 な種類 の資料 、地 図帳 、一般 向 けの歴 史
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テ キ ス トと科学 的 な歴 史 テ キス ト、マ ス メデ ィア 、マ

ル チ メデ ィア 、環境 と領域 、歴 史/芸 術 遺産 であ る。

この形成過 程 にお いて、講 義お よび伝統 的 な教材 ・教

具 は、伝統 的 とい うよ りは最近 の もの で ある、 しか し

同等 に例 と 「よい実践 」 が豊富 な ラボ ラ トー リオ の時

間 と組み合 わ され る。 合意 と参加 に基づ くこの教授 ・

学習 によって 、生徒 が専 門的 ・科 学的 な作業 の成果 を

評価 で きる よ うにす るの であ る。そ うす る ことで、国 、

ヨー ロ ッパ 、世 界の歴 史 は今 日の社 会生 活にお け る問

題 を理解 し、そ れ と対 峙す るの を助 ける もの であ る こ

とを、生徒 は気 付 くので あ る。

歴 史科(Storia)

序文

歴 史科 の 目標 は、過 去 自身が私 た ちに残 して くれ た

証拠 と遺物 を研 究す る ことか ら始 めて 、人間 の過去 を

理解 ・説明 す る ことで あ る。 歴史 的な知識 は 、観 点 と

多様 な方法 論上 のアプ ロー チ(歴 史学的 、考古 学的 、

地理 学的 な ど)と の絶 え間 ない対話 を通 して 、形成 ・

発展 す るもので あ る。 生徒 にイ タ リア 、 ヨー ロ ソバ 、

世界 の歴史 の形成 過程 を知 らせ、歴 史的 な記憶 と国 に

よる遺産が どの よ うに形 成 された のか を理解 させ るが

故 に、歴史科 の 学習 は国の 市民教育 に貢 献す る ことに

な る。 同時 に、 資料 と得 られた知識 を解釈 す る能力 に

基づ い た 「批 判 的習性 」の形 成 を、歴史科 は生 徒の 中

に もた らす ので あ る。

近 年、実 際 には、過 去、 特に記憶 、 アイデ ンテ ィテ

ィー 、起源 に関 す るテ ーマ が、公共 の論 点 と歴 史 にお

け る メデ ィア を強 く特徴 付 けて きた。 この よ うな文脈

にお い て、歴 史 ・社会科 学 の批判的 な道 具を使 い こな

す こ とは、歴 史 が手段 と して、 も しくは適切 で ない形

で使 われ る ことを避 ける こ とがで き る。 さらに、多 民

族 ・多文化社 会 の形成 は、 それ 自身 と ともに、歴 史科

を研 究 と しての 教科か ら多様 なア イデ ンティテ ィー の

表 現 の場 に変 質 させ る傾 向 を伴っ てお り、それ は科学

的 な特徴 を損 な い、カ リキュ ラム の形成効果 を減 ず る

危 険 性 をも伴 ってい る。 この よ うな理 由か ら、 ま さに

歴 史 は、人類 とい う単一 性 か ら出発 して 、 この 惑星 に

住 む よ うにな った人間集 団 の多様 性 を論 じるた めの し

っか りと した基礎 を提供 す る もの だ、 と強調 す るの が

適 切 で ある。 この領域 では 、様々 な場所 に由来 を持つ

全て の生徒 に とって不 可欠 な知識 に関す る問題 の論述

が 中心 となる。す なわ ち、新石器 時代 か ら産 業革命 へ、

領域 の歴 史 か らグ ロー バル化 の進展 の歴 史で ある。

さ らに、 イ タ リア と ヨー ロ ッパ の歴 史 に関す る本質

的な事 実 に対 して批 判 的な論述 をす る こ とは、 この文

脈 で は非常 に望 ま しい こ とで あ る し、多分 化 ・多 民族

社会 の多様 な構 成員 間 の対話 に到達す るた め の有 用な

基礎 を構 成 し、 アイデ ンテ ィテ ィー と異文 化 とい うテ

ーマ にお ける晴れや か で教育的 な論議 に向 け て学 校 を

開かせ る こ とが でき る。

実際 に、 ヨー ロ ッパ とイ タ リア の歴 史 は、定住 が始

まっ た もっ とも古 い段 階か ら、人間 と文化 の絶 え間な

い混合 を見せ て きた。 その原動 力 は、その発 展 一原 始

時代 の最 初 の組 織 され た社 会 か ら、 ギ リシャ とフェニ

キア によ る植 民地化 、 ローマ帝 国 によって 実現 された

地中海 の統一 まで 一に おいて 、地 中海 世界 の人 々 とヨ

ー ロ ッパ 大 陸の人 々、 アフ リカ大陸 の人々 に よって確

立 され た深 い交錯 と して理 解す るこ とがで き る。 中世

に関す る最近 の研究 は 、開放的 で包括 的な社 会 の形成

を証明 してお り、 その 中では多様 な文 化 と民族 の貢 献

に よって、封建 制度 や近代 国家 に比す る、特 に効果 的

な領 土 の政治 体制 が出現 した。この よ うな基盤 の 上に、

中世 と近 代 の都 市 が発達 し、 キ リス ト教文 明の誕 生 ・

流布 か ら人文 主義 とルネ ッサ ンスの登場 、科 学革命 と

啓 蒙主義 の文化 人 とい った、最 初に ヨー ロ ッパで 、次

に世界 で起 こった事 件 が発 展 したので あ る。

この よ うな点にお い て、イ ン ドや 中国 と同様 に、 ヨ

ー ロッパ は非 常に個性 的 な経済 ・文化 圏 を形 成 し
、時

には平和 と交易 、時 に は暴 力 と征 服が行 われ た近代 世

界 と現代 世 界の発展性 によって特 徴付 け られ たの であ

る。 それ 故 に、私 たち の社 会 にお いて 自らを対処す る

ため には、 この歴 史 の基本 的な様 相に 関す る知識 が必

要 不可欠 となる。この よ うな様相 の 中か ら、1800年 代

にお ける国家 の形成 の重要性 、特 別な 関心 とともにイ

タ リア国 家の形 成の 重要性 が強調 され る。 この よ うな

歴 史 を学 習す る方法 は、現 代 とい う次元 に ま るご と押

しつ ぶ され て い る問題 に対 す る歴 史的 な基礎 を構築す

る機 会 を生徒 に提供す る。過 去 と現在 とい う二つ の極

は、カ リキ ュラムの 中で 同 じよ うな重要性 を持 つべ き

であ る し、継続 的 に言 及 され るこ とが好 ま しい。

しか しなが ら、現代 世界 の分析 は、教 育的 に重要 な
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分野 であ る。 世 界大戦 、フ ァシズ ム、共産 主義 、 自由

民主主 義、脱植 民 地化 、経 済 ・社 会 ・政治 ・文化 の複

合的 な変遷 が、現在 の世 界 を特徴 付 けてい る。市民 性、

現在 の世界 の複雑 性の 中で 自 らを対処 す る能力 、未来

を構築 す る能 力 とい った 目標 を達成す る とい う観 点か

ら見 た とき、EUの 誕 生、 イ タ リア共 和国 の誕生 と変

遷は決 め手 とな る と考 え られ るべ きであ る。 こ うした

理 由か ら、カ リキ ュラムの最後 の学年 は 、1900年 代 の

歴史 の学習 のた めに確保 され る。

歴史 の複雑 性 は、カ リキ ュラムの逃 れ られ ない背景

であ る。 それ は 、複雑性 を構成 す る主体 の多様 な性質

(性、財 産 、社会 的集 団、宗 教、国家 な ど)に も由来

す る し、個 人の 国際的 な介入 に も由来 す る し、規 模や

視点 の多重性 に も由来す る。 これ らか ら出発す る こと

に よって、複 雑性 は再構 築 され うるので あ る。複 数 の

教育方 法は 、教育 の多様 な手段 と して実践 され うるも

ので あ り、教 科 の特徴 と合 致 した回答 の よ うに思 われ

る。生 徒は 、社会 と対峙 す るこ と、時 間的 ・地理 的 な

広が りを持 つ事実 を学習 す るこ とを学 ぶ。 時期 を理解

す るために 、伝 記 や寓話 を読 む。 戦争 や経 済サイ クル

の動 きを発 見す るため に、 あるいは学 習 した知識 に体

系性 を与 えるた めに、歴 史上 の出来事 を学 習 し、年代

順の記述 を使 うこ とを習得 す る。本か ら学ぶ と同 時に、

具体的 な要素 を直接 観察す るこ とか らも学 ぶ。城壁 、

広 場、 工場 、教会 な どであ る。 いか な るとき も、 多様

な時間 的 ・空 間的 な尺度 を学習 ・活用 しなけれ ばな ら

ない。

この複雑 性 のた めに、 多様 な学 習段 階 に適 した活 動

と知 識 の進 展 が分 か り、初 等学校 か ら第一 中等学校 の

間の様 々な学 習課題 を提供 す るよ うな整 理 された過 程

の表 現 が、 この教科 に は求 め られ るの で ある。最初 の

教 育段階 にお いて は、歴 史的 な思 考の基 礎 とな る概 念

の形 成 に気 を配 り、近 くで実行 でき るよ うな地域 史の

様子 に触れ つつ 、 生徒 が理解 ・利 用で き る形 で提示 で

きるの であれ ば、先 史時代 か ら私 達の 時代 までの時 間

的 ・空 間的 に遠 い歴 史の事 実や話 に も触 れ る。 何千年

にお よぶ伝 統 の中 で、子 どもが過 去の知 識 に近 づ くた

めに貴重 な資源 となる魅力 的な話 を、歴 史学 は積み重

ね てきた。 歴史 の体 系的 ・通 事的 な知識 は、初 等学校

の最 後 の2年 間 と中等 学校 の最後 の間 で実現 され る。

先史 時代 、原 史 時代、古 代世界 の社会 にお け る社 会的 、

文化 的、 物質 的な生 活の様 子に子 どもを引 き付 ける こ

とに焦点 を合 わせ る ことか ら始 めて 、生徒 の能力 が上

が るにつ れ て、 よ り複雑 な過 程 を伴 う学習 へ と進 んで

い く。初 等 と中等 を区切 るのは 、西洋 にお け るロー マ

帝 国の崩 壊 にな る。 一方 で、第 一 中等 学校 の最初 の2

年 間で は、古 代末期 か ら1800年 代末 まで を扱 う。

1初等学校修了時におけるコンピテンス発達の到達則

生 徒 は 自身 の 生活領 域 にお け る過 去 の重要

な要 素 を知 る。

先 史 時代 、原 史時代 、古 代 の基本 的 な側面

につ い て知 る。

事 実や 時代 を配 置す るため に、時 間 の線 を

使 う。

ギ リシ ャやmマ の といっ た学習 した社会

につ い て知 り、人 間 の グル ー プ と空 間的 な文

脈 との 関係 を特 定す る。

簡 単 なカテ ゴ リー(食 物 、保護 、 文化)を

テー マ化 して使用 し、知 識 を組織す る。

簡 単 な歴史 のテ キス トを生 み出 し、提 示 さ

れ た歴 史の テ キス トを理 解 す る。 教 師 の指導

の 下に 、地理 ・歴 史 のカー ドを使 い 、情 報処

理 の道 具 を使 い始 める。

学 習 した事実 を語 る ことがで きる。

現 在居 る領 域 の歴史 的 な足跡 を認識 し、芸

術 遺 産 と文化遺産 の重要 性 を把握す る。

初等 学校3年 生の修 了時 におけ る学習 の 目標

情 報の組 織

一活動 と体験 した事 実 ・語 られ た事実 を図 と言葉 を

使 って表現 す る。 時間 の持 続 を定義す る。 時間の

計測 の た めの取 り決 め られ た道 具 の機 能 と使 用

方法 につ いて知 る。

一連続 の 関係 お よび 同時代 性 の関係
、 時間 の周期 、

変化 、事象 にお ける永続 、経 験につ いて知 る。

歴史資料の使用
一足跡を特定し、それを個人の過去、家族の過去、

所属する共同体の過去に関する知識を抽出する

ための資料として使用する

一地域やそ うでない過去のいくつかの時期におけ

る簡単な知識を、多様な資料から抽出する。
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概 念的 な道 具 と知 識

一歴 史の 基本的 な概念 の構築 に到達 す る。 家族 、 グ

ル ープ 、ルール 、農 業 、領 域 、生 産な ど。

一重要 な社 会 の見 取 り図 の 中で獲 得 した知 識 を組

織 す る。(社 会 上 の生 活 、政治 上 の生活 、 経 済上

の生活 、芸術上 の生活 、宗教 上 の生活 な ど)

一空 間 ・時 間 にお いて距 離の あ る多様 な歴 史 ・社 会

の見 取 り図の間 にあ る類似 と相違 を特定す る。

蛙

一線描 の駆使 、物語 るこ と、線 画な どを使 い、学 習

した知 識 と概 念 を表現 す る。

初等学校の5年 生修了時における学習の目標

歴史資料の使用

一歴史的な事象を理解するために有益である多様

な性質を持つ歴史資料から情報を抽出する。

一歴史 ・社会の見取り図の中に、今生きている領域

の過去の形跡と証拠を関連づけて表現する。

情 報の組織

一学習 した文 明の歴 史 の見 取 り図 を比較す る。

一学習 した知識 を表 現 す るため に、年代順 の記 述 と

歴 史/地 理 のカー ドを使 用す る。

概 念 的な道 具 と知識

一西洋の時代 区分(キ リス ト誕 生以 前 ・以 後)に 基

づいて 、年 代順 の記述 を使 う。そ の他 の年 代順 の

記 述に 関す るシステ ム を理解 す る。

一特徴 的 な要 素 間の関係 を際 立たせ て
、学 習 した社

会 の総括 的 な叙述 を起 草す る。

錘

一現在 との 関係 も捉 えつ っ
、学 習 した多様 な社会 の

特徴的 な様 相 につ いて 比較す る。

一 グラフ
、表 、歴 史カー ド、図像 の証 拠か ら情報 を

抽 出 ・生産 し、教科 書 やそ うでな い もの とい った

多様 な種類 のテ キス トを検討す る。

一学習 した主題 を
、 口述 もしくは筆記 で、話 の形 に

起草す る。

1第一 中等 学校 の修 了時 にお ける コ ン ピテ ン ス発 達の1

圖
生 徒 は、 過 去 の知 識 に対 す る興 味 を よ り持

っ。 自主的 に、歴 史的事 実 と問題 を調 べ る。

定住 の形成 、中世 権力 の形成 か ら統 一 国家の

形 成 、共和 国の形成 とい うイ タ リア の歴史 にお

け る基 本的 な時期 を知 る。

中世 、近代 、現代 ヨー ロッパ の基本 的 な経 過

につい て知 る。

新石器 時代 の文 明化か ら産業 革命 、グローバ

ル 化 とい う世 界 の歴 史 につ い ての 基本 的 な経

過 を知 る。

自分 の 環境 に関 す る歴 史 の基 本 的 な様 相 に

っ いて知 る。

イ タ リア と人 間 社会 の 文化 遺 産 とい う側 面

を知 り、評価す る。

個 別 の学習方 法 を作 り上 げ、歴 史的 なテ キス

トを知 り、様 々な種類 の資料 か ら歴 史的 な情 報

を抽 出 し、それ らをテキ ス トの 中で組織 す る。

得 た 歴 史的 な 知識 をつ な げあ うこ とに よっ

て説 明す る こ とがで き、自 らの考察 を論 述す る

こ とがで き る。

現在 の複 雑性 の 中で対処 を し、多様 な文化や

意見 を理解 し、現 代世 界の基本 的 な問題 を理解

す るた めに、知識 と能 力 を使 用す る。

第一中等学校3年 生修了時における学習の目標

歴 史資料 の使 用

一定 め られ たテ ー マ に関 す る知 識 を抽 出す るた め

に 、様 々な種 類 の資 料 を使 用す る。(文 書資 料 、

図像資 料 、物 語体 の資料 、物 質的 な資 料 、 口述資

料な ど)

一考古学 に関 わ るよ うな場所
、 図書館 、古 文書館 に

おいて 作業す る際 のい くつか 手順 や技 術 を理解す

る。

情報 の組織

一集 めた情 報 を基 に して、 問題 を表 現す る。

一学 習 した知識 を組織 す るため に
、空間 ・時 間の グ

ラフ と地 図 を構 成す る。

一イ タ リア史
、 ヨー ロ ッパ史 、世 界史 との関係 にお

いて、地域 史 を位置付 ける。
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概 念的 な道具 と知識

一地図 、見取 り図 、表、 グ ラフを用 いて 、情報 を選

択 ・整 理 ・組織す る。

一学習 したイ タ リア ・ヨー ロ ッパ ・世 界 の歴 史的 時

期 にお ける様相 と構 造 につい て理解 す る。

一学 習 した テー マ に 関す る文化 的 遺 産 につ いて理

解 す る。

一環境 問題 、文化交 流の 問題、 市民集 団 の問題 を理

解 す るた めに、学 習 した知識 を使 う。

蛙

一教 科 書 とそ うで な い もの の多 様 な 情報 の資 料 か

ら選択 ・整 理 され た知識 を利 用 して、テ キス トを

生産す る。

一学習 した主題 を口頭 で伝 え る。

地 理(Geografia)

序文

地 理学 は、私 達 の惑 星が 人間の もの にな った こ とと

それ に伴 う自然 との 関係 において共 同体 が行 った活動

の経過 を研 究す る科学 で ある。時 間上 の こ うした経過

は、環境 を変化 させ 、領 域 を 「形成 」 し、私 たち はそ

の 中で生 きてい る。 自然の歴 史 と人 間 の歴 史 は、異 な

った時間 とともに発展 して きた。 自然 の長い 時間 は、

それ よ りも極端 に短 い人間 の時間 と交錯 す る。 新 しい

文化 的見地 や技術 革新 の成功 に よる非常 に早 い変化 の

結果 として、激 しい リズム にな るこ ともあ る。

こ うした理 由か ら、地理学 は現在 を注 視 し、多様 な

空間 の繋 ぎ 目と人 口統 計的 、社会 一文化 的、経 済的様

相 の中で研 究 を行 って い る。 しか し、空 間 は安 定状態

にはない ので、 地理学 は時 間 とい う次元 を捨象 で きな

い し、そ の領域 に証拠 を残 した事 実を読解 ・解 釈す る

可能性 を扱 うこ とも捨 象で きない のだ。 初等 教育の最

初の 学年 におい ては、 近 くを意識的 に探 検す る ことを

通 して、周 りの環 境 を知 覚す るア プ ロー チが重 要で あ

る。 この段 階 において は、体 と空 間の 関係 を確 立す る

た めに、地理 は運動 科学 との強 い連携 の 下に作 用す る。

自らの地理 を構築 した 後は 、文化的 な責任 者(家 族 、

教師 、証人 、特権 者)の 役 目にお け る大 人の証 拠 を利

用す る こ とで、初 等学校 の最 後の2年 間 か ら第 一 中等

学校 の3年 間の 問 に、生徒 は教 科の体 系 的 な次元 に

徐 々 に近づ くことがで きる。 特 に地理 に は、時間 的感

覚のす ぐそ ばで空 間的感覚 を獲 得 させ る とい う課題 が

割 り振 られ てい る。 領域 におい て 自 らを位 置づ けるた

めに 、生徒 は空間的 な座標 を備 えてい る必 要 がある。

初等学校 の終わ りまで には、地 域的 な状況 か ら始 ま っ

て、世 界 の状況 に到 達 でき るよ う、 自らの空 間的状 況

の 中で各要 素 を分析 す る習 慣 を身 につ け る必要 があ る。

地域 の現実 と世界 の現 実 との比 較 、も しくはそ の逆 は 、

多様 な尺度 で読解 ・解釈 され た空 間の継 続 的 な対 比 を

用い る こ と、地図 、航空 写真、 衛星 の映像 を利用す る

ことで可能 にな る。

地理 が提 供で きる放棄 し得 ない形成 上 の他 の機 会 と

は、多様 な視点か ら現 実を観察 す る習慣 を身 に付 け さ

せ るこ とで あ る。 それ は、地球 上 には中心 は な く、む

しろ中心 は無限 にあ る と仮 定す る ところか ら始 まる。

こ うした観 点にお いて 、知識 の 中や 多岐 にわた る 自然 、

領 域 、人間 の比較 の 中だけで はな く、市民 性 、文 化交

流 と言 った テーマ 、そ して連帯 感 、他 人へ の配慮 と容

認 、人 間 ・社会 ・文 化 の統 合 とい った価値 観 を内在 化

させ る こ とも、地理 の貢献 に よっ て成 し遂 げ られ る。

先人 か ら受け継 いだ 文化 遺産 は 、その多 様性 におい

て領域 にお け る価値 あ る 「痕跡 」 とな り、それ に対す

る配慮 は 、地理が歴 史お よび社 会科学 と強 い連携 を持

つ とい う 目標 に なる。 これ らの教科 とともに 、次 の世

代が回復 で きない資 源 の中か ら有毒 で もな く使い 果た

して もい ない 自然 を利用 で きる よ うに、地 理 は 自然遺

産の保護 と回復 を行 う企画 をも共有す るこ とになる。

ゴ ミの リサ イ クル と廃棄 、汚染 との戦 い 、新 しいエネ

ルギー を生 産す る技 術 の発 展、 生物 多様性 の保護。 地

理 的 な 重 要性 を持 つ これ らのテ ー マ で は 、他 の科 学

的 ・技術 的 教科 と連 携す る こ とも重要 で あ る。領域 と

発達 の学習 では、 コ システムの 負担 の範囲 内 で維持 で

き るよ うに、人間や 住 民の要求 と両立で き るのか に焦

点を絞 る こ とにな る。

学校 にお いて地理 を実践 す る とい うことは 、自覚 的

で、 自主的 で、責任 が あ り、批判 的 であ る世界市 民 を

形成 す る こ とで あ り、そ の よ うな世界 市民 は領域 と同

居 す るこ とがで き、未来 を見つ め なが ら創造 的 ・持 続

的な方法 で領域 を変 えて い くこ とが でき るので ある。
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等学校修了時におけるコンピテンス発達の到達点

生徒 は周 りの空間 と地 図上 で 、空間 を認識

す る基 準 と四方位 基 点 、座標 軸 を利 用 しな が

ら、 自 らの位 置 を確 か め る。

地理 的 な空 間は 、関連 も しくは相 互依 存 と

い う関係 で結 ばれた 自然 の要 素 と人為 的な 要

素に よっ て構築 され た領 域 システ ムで あ る こ

とを了解 す る。

(山地 、丘陵地 、平 原 、海岸 、火 山な どの)

地形 の特 徴 的 な要素 を、特 にイ タ リア の もの

に注意 を払 い なが ら、特 定 し、知 り、記 述 す

る。

イ タ リア にお け る基 本 的 な 地 理 の 自然 の

「対象」(山 、川 、湖 な ど)と 人 為的 「対象 」

(都市、港 と空港 、イ ンフラな ど)を 知 って、

突き止 め るこ とがで き る

地 図を解 釈 し、簡 単 な地 図の スケ ッチ とテ
ーマ に沿 った カー ドを作 るため に、地理 的 な

言語 を利 用す る。

複 数の 資料(地 図作 成の 、衛星 の、写真 の、

芸術 ・文学 の)か ら、地 理的 な情報 を抽 出す

る。

塵

一方角 を認識 した り、直接 観察 した りす る ことを通

して 、身近 な領域 を探 索す る。

一地 形 の様 々な 種 類 を特 徴 付 けて い る 自然 の 要 素

と人 為的要 素 を特 定す る。

一 自分 の居 住 地 や 州 を特 徴 付 けて い る 自然 の 要 素

と人為 的要 素 を知 り、記 述す る。

初等学校の5年 生修了時における学習の目標

方位 測 定

一コンパ ス と四方位 基点 を利用 して 、空 間 と地 図上

で位置 を確 か める。

頭 の 中の地図

一間接 的 に観 察で き る道 具(映 像化 され た もの と写

真 に取 られ た もの、地 図作成 の文書 資料 、衛 星の

映像 な ど)を 使 って 、 自身 の頭の 中の地 図 をイ タ

リア 内 とよ り遠 い場所 に拡 張す る。

初 等学校3年 生 の修 了時 にお け る学 習の 目標

方位 測定

一基準点 を通 して どち らを向 いて い るのか を知 り、

空間 を認 識す るもの(上 、下 、前、後 、左 、右 な

ど)を 利 用す るこ とで 、周 りの空間 の中で 自覚的

に動 く。

地 理的言 語

一多様 な尺度 の地 図 を、テーマ 図、 グラ フ、衛星 の

映像 を解釈 す る ことで、地域 と世界 の事 実 と現 象

を分析 す る。

一 自然 上 と行 政 上 の地 域 の位 置 をイ タ リアの 地 図

上で 特定す る。

頭 の 中の地 図

一自身の頭 の 中の地 図 を頼 りに して、動 いた り、位

置 を確 か め た り して い る とい う自覚 を獲得 す る。

頭 の 中の地 図は、少 しず つ周 りの空 間を探 索す る

ことで 、構成 ・拡大 す る もの であ る。

地 理的言語

一縦の遠近 法 で知 ってい る対象や 領域(教 室
、 自分

の家の部 屋 、学校 の 中庭 な ど)を 表現 し、周 りの

空間 にお ける道筋 を表 現す る。

一定 まった基 準点に 自分 をおい て、身近 な空 間の地

図 を読 み、解 釈す る。

地形

一類似 と相違 を特 定す る こと(過 去 の社会 ・歴 史的

な見 取 り図 との 関係 におい て も)で 、イ タ リア と

ヨー ロッパ 、世 界の地 形 を特徴 付 けてい る要素 と、

特別 な環境 的 ・文化的価 値 の要素 を知 り、記述 す

る。

髄

一特 にイ タ リアの 全体状 況 を学 習す る際 に、地理 的

地域 の多義 的 な概 念(自 然 の、気候 の、歴 史 ・文

化の 、行政 の)を 知 り、応用 す る。
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領域と地方
一領域は関連、相互依存する自然の要素と人為的要

素によって形成されること、要素のうちの一つに

対するある人間の介入が連鎖的に他の全ての人間

に影響を及ぼすことを理解する。

一採用されたな解決方法を分析することと類似した

文脈において適切な解決方法を提案することで、

自然遺産と文化遺産の保護と有効利用に関した問

題を特定する。

第一 中等 学 校 の修 了 時 にお け る コ ン ピテ ンス 発達 の

囲
生 徒 は 、近 く と遠 くの領 域 の シ ステ ム を観

察 ・読解 ・分析す る。

自分 を 取 り巻 く環 境 に 関す る空 間上 の情 報

を効果 的 に伝 えるた め、地理 的概 念(例:立 地 、

局地化 、地方 、地形 、環境 、領域 、人為 的 自然

の システ ムな ど)と 地 図、空 間の 写真 と映像 、

グ ラフ、統 計デ ー タを適切 に利 用す る。

ヨー ロ ッパ と世 界 に お け る基本 的 な 地理 の

自然 の 「対象 」(山 、川、湖 な ど)と 人為 的 「対

象」(都 市、 港 と空港 、イ ン フラな ど)を 知 っ

て、突 き止 め る ことが で きる

頭 の中 の地図 を頼 りに して、行動 した り、動

き回 った りで きる。 日常の経験 とこれま で得た

知識 か ら引き 出 しなが ら、有意 義 な形で 実行す

る。

ス テ レオタイ プや 先 入観 を克 服 しつつ 、領 域

上 と社 会 一文 化 上 の文 脈 に関 す る 多様 な知 識

を用 いて 、他者 と対峙 す るこ とが でき る。

地形 にお け る重 要 な 自然 の要 素 と歴 史上 、美

学上 、芸術 上、建 築上 の緊急事 態 とを、保護 ・

有効 利 用す べ き 自然 遺 産 と文 化遺 産 と して認

識 す る。

多様 な地 理 的 尺度 の領 域 システ ムに お け る

人間 の決 定 と行 為 に対 して予 想 され うる結 果

を評価す る。

第一中等学校3年 生修了時における学習の目標

頭 の中の 地図

一近 所、 居住 してい る行政 上の地 方、 イ タ リア、 ヨ

ー ロ ッパ、世 界の頭 の 中の地 図を有意 義 な形で豊

かに し、組織 す る。
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一考古 学 に関わ る よ うな場所
、 図書館 、 古文書館 に

お いて 作業す る際 のい くつ か 手順 や技 術 を理解 す

る。

地理 的概 念 と知識

一領域 におい て意 思疎 通 を図 った り
、行 動 した りす

るた めに、地理 学 の論 理構 造 にお けるい くつ かの

概 念 と要点 を知 り、理解 し、利 用す る。立地 、局

地 化 、地方 、地形 、環境 、領域 、人為 的 自然 の シ

ステ ム。

空 間的 な論述

一多様 な地理的 尺度 におい て
、 空間的 ・領域的 に明

確 につ な が っ てい るも の を領 域 の複 雑 性 の 中か

ら特 定す る。事 実 の相互依 存 、現象 、要素 間の関

係。

地理 的言 語

一自覚的 に四方位 基 点
、尺度 、 地理 上 の座標 、記 号

の使 用 な どを利 用 しなが ら、様 々な地 図(地 形図

か ら平 面球形 図 まで)を 読 解 ・解 釈す る。

一地理 特 有の言語 、す なわ ち地理 用語 、 グラフ、映

像(衛 星 か らの もの も)、ス ケ ソチ 、統 計デー タ を

使 うこ とで 、領 域 システ ム との関係 を 自覚的 に読

解 ・伝 達す る。

地理 的想 像カ

ー地 図 、グ ラフ、映像 、統計 デ ータ、旅 行家 の レポ

ー ト、物語ふ うの テキス トを利用 しなが ら、地理

的 に正 しく一 貫性 のあ る方 法 で、多様 な様相 の 中

か ら遠 い(時 間的 に も)地 形 と領域 シ ステム を 「、

見 る」。

地理特 有 の方法 、技能 、道具

一一 貫性 があ って、自覚 的な 方法 で移 動す るた めに、

道路 地 図 と平面 図 を読 む、公 共交 通の 時刻表 を利

用す る、行程上 の距離 だ けで はな く、経 済(お 金

/時 間)的 な距 離 を計 算す る。

一地理 的 空間の表 現 の新 しい道 具や 方法(電 子測 量

とコ ンピュー ター によ る製 図)を 利 用す る。



注

1http:11www
.istruzione,it(2010年2月28日 確 認)

zhttp
://archivio.pubblica.istruzione.it/normativa/2007/dm _3

10707.shtml(2010年2月28日 確 認)

(博 士 後 期 課 程)
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